
令和６年度ＤＸ等に係る企業実態調査業務 

公募型プロポーザル選定委員会 議事要旨 

項  目 内     容 

１ 日  時 令和６年７月 17日 13時 30分から 15時 20分まで 

２ 場  所 広島県庁本館３階経営戦略審議官会議室 ※提案者は Zoomにより出席 

３ 出席委員 

総務局 ＤＸ推進担当部長 

危機管理監 みんなで減災推進課長 

総務局 施策形成支援チーム担当課長（代理） 

総務局 統計課長（代理） 

総務局 ＤＸ推進チーム担当課長 

４ 議  題 
令和６年度ＤＸ等に係る企業実態調査業務公募型プロポーザルに係るプレ

ゼンテーション審査について 

５ 担当部署 総務局 ＤＸ推進チーム 

６ 開催方法 参集（オンライン併用） 

７ 議事内容 

選定委員会において、提出された企画提案書を基にプレゼンテーション

審査を行い、最も得点が上位の提案者を最優秀提案者として選定した。 

Ａ社：株式会社東京商工リサーチ広島支社 

Ｂ社：株式会社帝国データバンク広島支店 

Ｃ社：株式会社サーベイリサーチセンター広島事務所 

 

各選定委員の主な評価・選定理由については、次のとおりである。 

【Ａ社】 

 ・ 昨年度の回収実績を踏まえると目標回収率の設定が低く、その理由

が明確に示されていない。 

 ・ 所有する企業データベースや、信頼性は評価できる。 

・ ＤＸ推進状況を把握するために提案された指標の活用については、

効果が限定的な印象を受けた。 

 ・ いずれの項目も適当な提案がなされている一方で、他に抜きん出た

項目がないように感じられた。 

・ 調査項目の提案について、現状把握から将来的な展望も含め、新た

なＤＸ施策への反映を期待できるものとなっている。 

・ 他の自治体等においても類似の調査を多数実施しており、信頼性が

ある。 

 



【Ｂ社】 

・ 調査分析方法が充実している。 

 ・ 過去の実績に基づき、目標回収率の設定や施策が提案されており、実

効性が期待できる。 

 ・ 事前に課題を設定し、それを検証する調査項目を設定していること

は評価できる。 

・ 本業務を実施するにあたっての課題を押さえている点は、本業務に

臨む意識の高さがうかがわれ、評価できる。 

 ・ 調査項目が他県比較可能な内容となっている。 

 ・ 他の自治体等においても類似の調査を多数実施しており、信頼性が

ある。 

 

【Ｃ社】 

・ 回答企業について、本県の産業構造をできる限り反映しようと努め

ている。 

・ 目標回収率について、40％と非常にチャレンジングな提案内容とな

っている。 

・ 企業データベースの更新頻度や内容、対象件数に不安がある。 

・ 実際の施策につながる調査項目の設定や従業員に対する独自調査な

ど、具体的なニーズを把握する設計は評価できる。 

・ ＤＸ推進のための取組について、行政として実施しているものが多

く、あまり参考にはならないと感じられた。 

・ 調査項目の提案のうち、取組状況を把握するための項目は、回答者

が混同する可能性があると感じられた。 

 

 


